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【動機】

私が中学一年生の時に、ミミズは過酷な環境に置かれるとミミズ同士が近くで寄り添って過ごし
ていることがわかり、コミュニケーション能力があるという結論に至りましたが、後日、読み直
してみると、これはただミミズが生活しやすい場所が同じであるだけではないかと考えるように
なったからです。

【方法】

住みにくい場所でミミズがどの様にコミュニケーションを図るのかという疑問をはっきりさせる
ために、調査①では土と砂の中にミミズを入れ、調査②③④⑤⑥では、土や砂の上にミミズを置
き、土と砂を濡らしたり乾かしたりと条件を変え、それぞれどの様な行動をとるのかを調査しま
した。

【結果】

ミミズにとって住みやすい環境というのは、ミミズ自身の体表の湿り気を保つため、水分を含む
土や砂を好むことが分かりました。また、その湿り気を感じ取っているミミズの器官は、体全体
ではなく口先であることもわかりました。

【まとめ】

多くのミミズが住みやすい環境を感じ取る器官が口先であり、その感覚を持って生活をしている
ため、ミミズが同一の場所に集まりやすく、コミュニケーションをとっているかのように見えた
ということが、今回の調査で結論付けられました。

【展望】

ミミズが住みやすい土の湿気と、植物が育ちやすい土の湿気との相対的な関係性の有無について
調査していきたいです。また、ミミズの本能を最大限いかす方法を発見し「良質な土づくり」を
効率的に行える方法について考えていきたいです。その他、ミミズの体表の潤いについて調査し
保湿の仕組みについても調査していきたいです。
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